
できるように対話的な活動に留意しながら，アン

ケート結果を振り返らせたり１学期の係活動を振

り返らせたりしていることが分かる。

３ 総合考察

中学校と高等学校の模擬授業について，何度も

経験を積んだ熟達者は，模擬授業の問題が「話す

こと」と示してあっても，一方的に問題の主題を

教師から児童生徒に話して聞かせるという形式は

取っていない。そこには，児童生徒の主体的な学

習にするという配慮が見られる。具体的には，生

徒に質問したり生徒と対話したりしながら話を進

めている。また，アンケートの結果を示したり，

共通に体験したことを想起させたりして児童生徒

が問題を自分ごととして捉え，解決していこうと

する学習意欲を喚起していることも分かる。この

ような模擬授業で見られた，熟達者の配慮事項を

考慮して，安藤（ ）が示した表 の観点を参

考に，新たに観点を作成したい。（表４）

表４ 模擬授業の評価の観点（報告者作成）

対象学年の合致
対象の学校種や学年を考慮してい

るか

授業全体の構成

アンケート結果を提示したり共通

体験を想起させたりして導入して

いるか

児童生徒に質問したり対話したり

するなどの学習形態を取り入れて

いるか

児童生徒から本時学習のめあてが

生まれるようにしているか

模擬授業のテー

マの明確化

模擬授業の問題の主要テーマに児

童生徒が気づくようにしているか

教師の指導力

（話し方

技術面）

児童生徒の言動を積極的に認めた

り賞賛したりしようとしているか

主題に迫るまとまりのある話をし

ているか

児童生徒を引き付ける表情，声量，

態度が見られるか

前述のように，模擬授業の観点作成を試みたが，

今後，院生の教員採用試験対策を実際に行いなが

ら改善を加え，精度を上げていきたい。

今回， 回の模擬授業に立ち会ったが，その都

度，その様子を動画に撮影し，院生に試聴させた。

その時，自分のどの部分に注目して試聴したのか

を調査したのが図３である。これを見ると，院生

は模擬授業後の自分の「発問」が分かりやすいの

図３ 動画で注視したこと

か，伝わりにくいのかということを注視している。

模擬授業は，実施して参観者に指導助言を受け

るという形で行うことが多いが，指導者から言わ
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と動画で振り返らせる自己評価を同時に行うこと
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表５ 動画視聴後の 院生の感想

模擬授業後に、教授の先生や院生からアドバ
イスをいただくが、話を聞くだけではピンとこ
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るつもりでしたが、動画で見てみると早かった
ことや、話が強いと言われていたが、実際に動
画を見るまではなぜ「強い」と言われているの
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バイスをより理解することができたとともに、
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人間関係に関する議題を話し合う学級会を実施した担任の指導観
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Guidance view of the homeroom teacher who held a class meeting to discuss the agenda related to human relations

~ Through an interview survey with elementary school teachers ~
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本研究は，K市とN市の6年生で行われた学級会をもとに，子供たちの日常生活に見られる人間関係に

関する問題を取り上げることをよしとする学級担任がどのような指導観を保持しているのかを明らかに

することを目的に行った。研究は，2人の学級担任に，「なぜこのような議題で話し合わせたのか」「学級

会までの手続きや子供との関わり」「この議題を話し合って学級はどのように変わったのか」の 点につ

いてインタビューしたものを木下（2003）修正版グラウンテッド・セオリー・アプローチの手法を参考

に分析を試みた。その結果「なぜこのような議題で話し合わせたのか」では「担任の児童観」「議題が生

まれた背景」「子供が本気で話し合う議題」の概念が，「学級会までの手続きや子供との関わり」では「子

供や保護者への関わり」「子供の内面を知る」の概念が，「この議題を話し合って学級はどのように変わ

ったのか」では「学級会での学び」「学級会後の変化」「学級会での成長」という概念をそれぞれ明らか

にすることが確認できた。 
 
キーワード：人間関係に関する議題，学級会，学級担任の指導観，インタビュー， ，概念

１ 問題と目的

人間関係に関する議題

① 学級会の議題について

報告者が平成 年度から令和元年度までに参観

した の学級で実施された「学級会」の議題は，

図 に示す通り，その殆どが「学級集会を開こう」

などの学級集会の手続きが 学級，学級の旗や歌

などの製作物を作るための計画に係る議題が 学

級，学級の決まりなどをつくる議題が 学級，学

級の係などの組織づくりに関する議題が 学級，そ

して，いじめなどにつながる学級の人間関係に係

る議題は 学級であった。このように，現在の学級

会で話し合われる議題は「学級集会の手続き」が

圧倒的に多い。学級集会の手続きについて話し合

った学級担任に，なぜこの議題で話し合ったのか

と尋ねると「話し合わせやすい」「学級会の授業

を公開しなければならないから」という回答があ

ったが，この回答にこそ学級会に対する担任の捉

え方の問題がある。

学級会は，学級活動⑴の活動内容である話合い

活動の通称である。平成元年度の改訂によってこ

れまでの学級会活動と学級指導が統合されて新設

された教育活動である。この学級会は，児童生徒

の自発的，自治的活動をその特質とする。つまり，

児童生徒が自分たちで学級生活の向上に関する課

題を見つけ，話合い，友達と協力して話し合いで

学級集会

の手続き

学級
製作物

の計画

学級

学級の規

則づくり

学級

学級の組織づくり

２学級
人間関係に

係る議題

２学級

図１ 学級会の議題の種類
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決まったことを実践する活動である。この特質か

らすると，話し合わせやすいから，授業を公開し

なければならないから学級集会の手続きを話し合

わせたという担任の回答には問題がある。

表 は，小学校・中学校学習指導要領 平成 年

告示 以下，学習指導要領 に示された学級活動

の目標である。下線の部分が学級活動(1)「学級や

学校の生活づくりへの参画」にあたる内容である。

この内容は，学級生活の向上を目指して話し合っ

たり役割を分担したり協力して実践したりする活

動であることが示されている。 
② いじめ等の諸課題について

文部科学省（以下，文科省）は， 年度の「児

童生徒の問題行動・不登校生徒指導上の諸課題に

関する調査結果の概要」を公表した。（表 ）

コロナ禍の状況の中で，いじめの認知件数は減

少している。コロナ禍で学校に行かない日が多く

続いたことが理由の一つに挙げられているが，友

達と会わないからいじめが減少したというのもお

かしな理由である。また，不登校児童生徒数は，

学校に行かないことに慣れてしまって増加したと

いうが，これも新型コロナウィルス感染拡大の中

にあっての特徴的な傾向と言えると考える。

学習指導要領小・中・高等学校の解説特別活動

編（以下，特活解説書）には以下の内容が示され

た。ここには，学級経営を充実させる具体的な方

策が，学級活動（以下，学活）とホームルーム活

動（以下， 活動）の自発的・自治的活動である

「学級＜ホームルーム＞活動における児童

（生徒）の自発的，自治的な活動を中心とし

て，各活動と学校行事＜各活動・学校行事＞

を相互に関連付けながら，個々の児童（生

徒）についての理解を深め，教師と児童（生

徒），児童（生徒）相互の信頼関係を育み，

学級＜ホームルーム＞経営の充実を図るこ

と。その際，特に，いじめの未然防止等を含

めた生徒指導との関連を図るようにするこ

と。（ ）中高の内容，＜ ＞高の内容

ということが示されている。そして，そのこと

が，いじめ等の生徒指導上の問題も未然に防げる

のだということも示しているのである。このこと

は，特別活動への大きな期待である。

いじめを受けて苦しんでいる児童生徒や保護者

にとっては，教育課程に位置づいており時間割に

は「学級活動」と表記されていることの多い時間

の充実がいじめを改善してくれるのだということ

になれば，特別活動への期待は計り知れないもの

である。ここに示されている，学級活動における

自発的・自治的活動とは，児童生徒が自ら話し合

って，目標や方法を決めたり役割分担をしたりし

て，学級の友達と協力して実践する話合い活動

や，係活動，学級集会活動のことである。

しかし，全ての学級活動が学級経営の充実やい

じめの未然防止につながるかというとそうではな

い。図１で示したような学級集会の手続きだけを

話し合っている学級会や教師が話し合いの内容を

与えている学級会では，その効果は期待できない。

⑵ 人間関係に関する議題を話し合う学級会

どのような学級会が学級経営の充実やいじめの

未然防止につながるのだろうか。以下に紹介する

つの学級会では，学級の人間関係から生じた問題

を話し合っていた。この人間関係に関わる問題を

議題とする学級会は，学級集会の手続きを議題と

する学級会等でよく見かける。「子供たちの課題

意識が見えない。」「子供たちの本音が聞こえて

こない。」そんな学級会ではなかった。子供たち

が自分の思いを懸命に伝えようとしていた。

① 年 月に実施された 市立 小学校の

第 学年 組の学級会の概要と担任の指導の意

図

表3に示すように学級会の議題は「みんなが安

心できるクラスにしよう」であった。 
提案理由は「クラスで発表するときに，ニヤニ

ヤしてとなりの人とこそこそ話をして，クラスの

人がいやな思いをしているので，そんなことをな

第２ 各活動・学校行事の目標及び内容 
小学校〔学級活動〕 中学校〔学級活動〕 
１ 目標 
学級や学校での生活をよりよくするための

課題を見いだし，解決するために話し合い，

合意形成し，役割を分担して協力して実践し

たり，学級での話合いを生かして自己の課題

の解決及び将来の生き方を描くために意思決

定して実践したりすることに，自主的，実践

的に取り組むことを通して，第１の目標に掲

げる資質・能力を育成することを目指す。 
下線は報告者 

諸課題 令和 年度 前年度 増減

いじめ認知件数 件 件 ％減少

不登校児童生徒数 件 件 ％増加

表１ 学級活動の目標

表 児童生徒の問題行動・不登校生徒指導上の諸

課題に関する調査結果の概要（ ，文科省）

脇　田　哲　郎160



決まったことを実践する活動である。この特質か

らすると，話し合わせやすいから，授業を公開し

なければならないから学級集会の手続きを話し合

わせたという担任の回答には問題がある。

表 は，小学校・中学校学習指導要領 平成 年

告示 以下，学習指導要領 に示された学級活動

の目標である。下線の部分が学級活動(1)「学級や

学校の生活づくりへの参画」にあたる内容である。

この内容は，学級生活の向上を目指して話し合っ

たり役割を分担したり協力して実践したりする活

動であることが示されている。 
② いじめ等の諸課題について

文部科学省（以下，文科省）は， 年度の「児

童生徒の問題行動・不登校生徒指導上の諸課題に

関する調査結果の概要」を公表した。（表 ）

コロナ禍の状況の中で，いじめの認知件数は減

少している。コロナ禍で学校に行かない日が多く

続いたことが理由の一つに挙げられているが，友

達と会わないからいじめが減少したというのもお

かしな理由である。また，不登校児童生徒数は，

学校に行かないことに慣れてしまって増加したと

いうが，これも新型コロナウィルス感染拡大の中

にあっての特徴的な傾向と言えると考える。

学習指導要領小・中・高等学校の解説特別活動

編（以下，特活解説書）には以下の内容が示され

た。ここには，学級経営を充実させる具体的な方

策が，学級活動（以下，学活）とホームルーム活

動（以下， 活動）の自発的・自治的活動である

「学級＜ホームルーム＞活動における児童

（生徒）の自発的，自治的な活動を中心とし

て，各活動と学校行事＜各活動・学校行事＞

を相互に関連付けながら，個々の児童（生

徒）についての理解を深め，教師と児童（生

徒），児童（生徒）相互の信頼関係を育み，

学級＜ホームルーム＞経営の充実を図るこ

と。その際，特に，いじめの未然防止等を含

めた生徒指導との関連を図るようにするこ

と。（ ）中高の内容，＜ ＞高の内容

ということが示されている。そして，そのこと

が，いじめ等の生徒指導上の問題も未然に防げる

のだということも示しているのである。このこと

は，特別活動への大きな期待である。

いじめを受けて苦しんでいる児童生徒や保護者

にとっては，教育課程に位置づいており時間割に

は「学級活動」と表記されていることの多い時間

の充実がいじめを改善してくれるのだということ

になれば，特別活動への期待は計り知れないもの

である。ここに示されている，学級活動における

自発的・自治的活動とは，児童生徒が自ら話し合

って，目標や方法を決めたり役割分担をしたりし

て，学級の友達と協力して実践する話合い活動

や，係活動，学級集会活動のことである。

しかし，全ての学級活動が学級経営の充実やい

じめの未然防止につながるかというとそうではな

い。図１で示したような学級集会の手続きだけを

話し合っている学級会や教師が話し合いの内容を

与えている学級会では，その効果は期待できない。

⑵ 人間関係に関する議題を話し合う学級会

どのような学級会が学級経営の充実やいじめの

未然防止につながるのだろうか。以下に紹介する

つの学級会では，学級の人間関係から生じた問題

を話し合っていた。この人間関係に関わる問題を

議題とする学級会は，学級集会の手続きを議題と

する学級会等でよく見かける。「子供たちの課題

意識が見えない。」「子供たちの本音が聞こえて

こない。」そんな学級会ではなかった。子供たち

が自分の思いを懸命に伝えようとしていた。
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心できるクラスにしよう」であった。 
提案理由は「クラスで発表するときに，ニヤニ

ヤしてとなりの人とこそこそ話をして，クラスの

人がいやな思いをしているので，そんなことをな
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くしたいから。 」というものであった。 
本議題が生まれた背景について担任に聴取する

と，次のような説明があった。「2学期も間も無

く終了しようとする頃，『男子の何人かが，女子

が発表するときにニヤニヤ笑ったり，隣の人と顔

を見合わせてコソコソと話したりするようになっ

た。とても嫌な思いをしているので，そのような

行為はやめてほしい。この学級でのいい思い出を

もって卒業したい。』という訴えが数人の女子か

ら担任にあった。」ということであった。 
さらに担任は，「この学級の子供たちは，これ

まで学級集会なども計画してみんなで協力して実 
践してきており，人間関係もより良いものになっ

てきているので学級会の議題として取り上げ，学

級全員でこの問題について協議しても大丈夫だと

いう確信があった。」とも語った。そして，「この

問題をこのままにしておくと学級の雰囲気が悪く

なり，私に訴えてきた女子たちの担任への信頼も

崩れると考えた。」ということであった。 
 

② 年 月に実施された 市立 小学校の

第 学年 組の学級会の概要と担任の指導の

意図

表4に示すように議題は「学級の問題を解決し

よう」であった。 
提案理由は「休み時間に一人の人がいます。ま

た、RとTと関われていません。誰一人悲しい思

いをしないで、27人みんなが楽しいと思えるク

ラスにしたいと思い提案しました。」であった。 
本議題が生まれた背景について担任に聴取する

と「10月にRとTの双子の兄弟が転校してきた。子

供たちは大喜びで，歓迎会を開いて迎えた。しか

し，発達障害の診断が出ていた弟のRは，怒りっぽ

く，カッとなると暴力を振るったり椅子を振り上

げたりするようになり，次第に学級の友達と疎遠

になってきた。そのような時に，あんなに歓迎し

たのにRと関わらないのはおかしい。Rのことを知

らないでRと距離を取っているのは学級全体の問

題だと，女子の日記に書かれていたので，このこ

とを議題化した。」というような説明があった。さ

らに，RとTの転校もRの起こした問題が原因で前

の学校に居づらくなったということだった。 
 

以上2つの学級会は，学級内の児童の人間関係

に関わる問題を話し合っている。学級会は，自発

的，自治的な活動であっても教師の適切な指導が

なければ話し合い活動として成立しない。 
野中（2022）は，学級担任の学級活動⑴に関す

る実践的指導力には，子供たちの自主的な活動を

促進したり子供の問題意識を高めるために支援し

たりするなどの「自発性促進」と計画委員会への

指導や議題の集め方や選定の仕方の指導ができる

などの「自治性マネジメント」の2つの因子がある

ことを述べている。ただ，これらの実践的な指導

力を身につけているだけで，学級経営の充実やい

じめの未然防止につながる学級会を実施できるの

だろうか。 
そこで，2つの学級会を実施した担任へのイン

タビューを通して，担任としての指導観を明らか

にしていこうと考えた。 
 

２ 研究

 
⑴ 研究の方法

① 対象

K市とN市の学級会を公開した2人の公立学校

教員である。2021年度は，K市の教員は，K市役所

主査，N市の教員は，N小4年生の担任をしている。 

議 題 みんなが安心できるクラスにしよう

提案理由

クラスで発表するときに，ニヤニヤしてと

なりの人とこそこそ話をして，クラスの人が

いやな思いをしているので，そんなことをな

くしたいから。

本議題が生

まれた背景

学期も間も無く終了しようとする時，男

子の何人かのふざけた行為が見られるよう

になった。その時，女子からそのような行為

はやめてほしい。いい思い出をもって卒業し

たい。という意見が出され学級会の議題とし

て取り上げられた。

担任への

聴取

学期から学級会は実施してきており学級

集会なども経験してきている。その結果，男

女関係なくなんでも言える人間関係が育っ

てきていると判断したので，計画委員会と話

し合って学級会の議題として取り上げるこ

とにした。

議 題 学級の問題を解決しよう

提案理由

休み時間に一人の人がいます。また、 と

と関われていません。誰一人悲しい思いを

しないで、 人みんなが楽しいと思えるク

ラスにしたいと思い提案しました。

本議題が生

まれた背景

月に と の双子の兄弟が転校してき

た。子供たちは歓迎会を開いて迎えたのだ

が，怒りっぽい は次第に暴力を振るうよう

になり学級の友達と疎遠になってきた。 の

ことを知らないで と距離を取っているの

は学級全体の問題だということで議題化さ

れた。

担任への

聴取

と学級の子供たちに，今後どのように関

わっていけばいいのか話し合わせることで

その他の子供たちとのより良い関わり方に

ついても考えるようになることを期待した

ので学級会の議題として取り上げることに

した。

表 市の学級会の概要

表 市の学級会の概要
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② データの収集方法と質問事項

2021年10月30日に実施した，特別活動の研修会

（オンラインによる）で，インタビューしたもの

をレコーディングし，後で，逐語録として文書に

起こした。時間は，2時間の研修会の中で，一人概

ね40分の回答であった。 
この日の質問は，メインの司会者から「なぜこ

のような議題で話し合わせたのか」「学級会までの

手続きや子供との関わり」「この議題を話し合って

学級はどのように変わったのか」の 点について回

答してもらった。他に，参加者からの「クラス担

任として大切にしていること」「自分の思いをしっ

かり表現できるようになるプロセス」「子供たちが

意思決定したことは何か」「人間関係の議題を学級

会で扱うときの基準」「話し合いが終わった後のフ

ォローについて」「自分の課題に気づいていない子

にどうすれば気づかせることができるか」「議題の

集め方」「中学校に進学した子供たちには，この経

験が生きているのか」についても答えている。

③ 研究による倫理的配慮

対象者には，事前に研究の目的，方法，研究の

参加並びに中断における個人の自由意志の尊重，

データの使用範囲について口頭で説明し，了承を

得た上で実施している。なお，逐語録及び研究結

果については，後日対象者に内容の確認を依頼し

ている。 
④ 分析方法

本研究では，学級会の議題に「子供たちの日常

生活に見られる人間関係に関する問題を取り上げ

ることをよしとする学級担任の指導観」を調査す

るために，木下（2003）の修正版グラウンテッド・

セオリー・アプローチ（以下，M-GTA）を参考に

インタビューの逐語録を分析した。 
M-GTAは，データとの確認を継続的に行いなが

ら解釈を確定していくので，質問紙調査のように

データを収集，入力しそれに対して分析を行い，

結果を得るという段階的な形とは根本的に異なる

データに密着した分析法であるので，本研究の分

析には最適だと考えた。分析は，2名の学級担任に

対して行ったメインの3つの質問に対する回答を

分析した。なお，分析に基づいた論文の作成につ

いては，鶴田(2021)を参考にした。 
⑵ 研究の実際

M-GTAの分析法を参考に，3つの中心質問に対

して8つの概念を設定した。図2は，その結果を表

したものである。 
人間関係に関する議題を話し合う学級会を実施

した担任の思考について述べていく。 

なぜこのような議題で話し合わせたのか

この質問に対して，まず，「この子たちなら大丈

夫」だという担任の児童観があった。その根拠は，

これまで実施してきた，学級集会係や係活動の中

で友達や人を大切にするということを考えさせて

きたということにあった。だから，暴力的な男子

の対応の仕方について話し合っても，この子達な

ら受け入れてくれると考えていた。 
表 ：担任の児童観（ ： 市の教員）

集会活動とか係活動とか繰り返し行って、友達を大切

にすることとか、人を大切にするってどういうことか

をいっぱい考えてきたから、 
次に，話し合った議題が子供たちがどうしても

話し合いたいというものだったからという考えが

ある。 
表 ：議題が生まれた背景（ ： 市の教員）

子どもたちが話し合いたいというか、この問題を解決

したいっていう思いからこの議題を学級会で取りあげ

る 
このような思考をする教員には，学級会の議題

は，子供たちが自分ごとだと思うものでないとい

けない。そうでなければ本気になって話し合わな

いという学級会の議題に対する理解があった。 
表 ：子供が本気で話し合う議題（ ）

自分とすごく関わりのあることだっていうのをクラス

の子どもたちが思っていないと話し合いをしている時

にどうしてもよそ事っていうか、本気になって話し合

えない 
以上のことから，人間関係に関する議題を話し

合う学級会を実施する教員は，児童が自発的に行

う集会活動や係活動の教育的な効果や議題のある

べき姿に対する理解が深い事がわかる。 
学級会までの手続きや子供との関わり

学級会の前に担任として行ったことは，子ども

や保護者に対しての説明である。人間関係に関す

る議題で学級会を実施する場合，その内容が個々

の子どもに関する事項を話し合う事がある。その

場合は，対象の子供や保護者に対して丁寧に説明

をしておかなければならないと，担任は考えてい

る。 
表 ：学級会までの手続きや子供との関わり（ ）

男としっかり話をして、その後，お家の人にも，子ど

もたちで解決させていってもいいですかという承諾を

もらいに行きました。 
子供たちの人間関係に関する議題だから何でも

話し合えば良いということではなく，話の内容に

よっては，子供が傷つく事があるかもしれない，

保護者は触れてほしくないと思っているかもしれ
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② データの収集方法と質問事項

2021年10月30日に実施した，特別活動の研修会

（オンラインによる）で，インタビューしたもの

をレコーディングし，後で，逐語録として文書に

起こした。時間は，2時間の研修会の中で，一人概

ね40分の回答であった。 
この日の質問は，メインの司会者から「なぜこ

のような議題で話し合わせたのか」「学級会までの

手続きや子供との関わり」「この議題を話し合って

学級はどのように変わったのか」の 点について回

答してもらった。他に，参加者からの「クラス担

任として大切にしていること」「自分の思いをしっ

かり表現できるようになるプロセス」「子供たちが

意思決定したことは何か」「人間関係の議題を学級

会で扱うときの基準」「話し合いが終わった後のフ

ォローについて」「自分の課題に気づいていない子

にどうすれば気づかせることができるか」「議題の

集め方」「中学校に進学した子供たちには，この経

験が生きているのか」についても答えている。

③ 研究による倫理的配慮

対象者には，事前に研究の目的，方法，研究の

参加並びに中断における個人の自由意志の尊重，

データの使用範囲について口頭で説明し，了承を

得た上で実施している。なお，逐語録及び研究結

果については，後日対象者に内容の確認を依頼し

ている。 
④ 分析方法

本研究では，学級会の議題に「子供たちの日常

生活に見られる人間関係に関する問題を取り上げ

ることをよしとする学級担任の指導観」を調査す

るために，木下（2003）の修正版グラウンテッド・

セオリー・アプローチ（以下，M-GTA）を参考に

インタビューの逐語録を分析した。 
M-GTAは，データとの確認を継続的に行いなが

ら解釈を確定していくので，質問紙調査のように

データを収集，入力しそれに対して分析を行い，

結果を得るという段階的な形とは根本的に異なる

データに密着した分析法であるので，本研究の分

析には最適だと考えた。分析は，2名の学級担任に

対して行ったメインの3つの質問に対する回答を

分析した。なお，分析に基づいた論文の作成につ

いては，鶴田(2021)を参考にした。 
⑵ 研究の実際

M-GTAの分析法を参考に，3つの中心質問に対

して8つの概念を設定した。図2は，その結果を表

したものである。 
人間関係に関する議題を話し合う学級会を実施

した担任の思考について述べていく。 

なぜこのような議題で話し合わせたのか

この質問に対して，まず，「この子たちなら大丈

夫」だという担任の児童観があった。その根拠は，

これまで実施してきた，学級集会係や係活動の中

で友達や人を大切にするということを考えさせて

きたということにあった。だから，暴力的な男子

の対応の仕方について話し合っても，この子達な

ら受け入れてくれると考えていた。 
表 ：担任の児童観（ ： 市の教員）

集会活動とか係活動とか繰り返し行って、友達を大切

にすることとか、人を大切にするってどういうことか

をいっぱい考えてきたから、 
次に，話し合った議題が子供たちがどうしても

話し合いたいというものだったからという考えが

ある。 
表 ：議題が生まれた背景（ ： 市の教員）

子どもたちが話し合いたいというか、この問題を解決

したいっていう思いからこの議題を学級会で取りあげ

る 
このような思考をする教員には，学級会の議題

は，子供たちが自分ごとだと思うものでないとい

けない。そうでなければ本気になって話し合わな

いという学級会の議題に対する理解があった。 
表 ：子供が本気で話し合う議題（ ）

自分とすごく関わりのあることだっていうのをクラス

の子どもたちが思っていないと話し合いをしている時

にどうしてもよそ事っていうか、本気になって話し合

えない 
以上のことから，人間関係に関する議題を話し

合う学級会を実施する教員は，児童が自発的に行

う集会活動や係活動の教育的な効果や議題のある

べき姿に対する理解が深い事がわかる。 
学級会までの手続きや子供との関わり

学級会の前に担任として行ったことは，子ども

や保護者に対しての説明である。人間関係に関す

る議題で学級会を実施する場合，その内容が個々

の子どもに関する事項を話し合う事がある。その

場合は，対象の子供や保護者に対して丁寧に説明

をしておかなければならないと，担任は考えてい

る。 
表 ：学級会までの手続きや子供との関わり（ ）

男としっかり話をして、その後，お家の人にも，子ど

もたちで解決させていってもいいですかという承諾を

もらいに行きました。 
子供たちの人間関係に関する議題だから何でも

話し合えば良いということではなく，話の内容に

よっては，子供が傷つく事があるかもしれない，

保護者は触れてほしくないと思っているかもしれ

ないという細かな教育的な配慮に基づいた行動が

担任に求められると考える。 
また，学級会は，児童の自発的，自治的な活動

だからといって教師が何もしないということでは

ない。この議題を話し合って解決すればこの学級

はどのように成長するのかという学級会の授業構

想を持っておく事が必要である。そのことを，K
市の教員は「プランニングシート」を活用しなが

ら学級会を構想している。それだけではなく，学

級会のお世話をする計画委員会にも児童用プラン

ニングシートを活用させて見通しを持たせている。

プランニングシートとは，報告者が作成した学級

会授業構想援助シートである。 
表 ：子供や保護者への関わり（ ）

学級会をする時には、プランニングシートを使ってい

るのですが、そのスタートのところに今のこの学級の

状態をもう一回見つめて、子どもたちが自分の言葉で

書いていく・・ 
学級会の議題は，教師が与えるものではなく，

子供たちの生活から生まれるものであると理解し

ている担任は，日頃から子供たちの内面を知る努

力をしている。 
表 ：子供内面を知る（ ）

自分は日記をしています。日記の中に 男のことがよく

出て来るようになった

表 ：子供内面を知る（ ）

子どもたち同士で話している場面の声を盗み聞きする

って言うか 
2人の担任が日頃から行っていることは，子供

の日記に書かれた内容や子供同士で話している内

容から子供たちが何を今問題だと思っているのか

ということを知る努力である。梶田（1994）は，

子供一人ひとりの内面にあるものを見とる手がか

りに「子供のつぶやきやささやきに耳を傾けるこ

と」「子供のワークシートやノート等の記述内容を

点検すること」としているが，2人の担任が，その

ような子供の内面世界を知る方法をどこの段階で

取得したのかは，今後さらに情報を収集していき

たい。これらのことから，担任は，学級会までに

子供たちの内なる声を把握しようとする努力をし

ながら，学級会の話合いの対象となる児童やその

保護者との綿密な打ち合わせをおこなっている。

また，学級会の授業構想をプランニングシートを

活用して見通しを持って指導にあたっている。 
この議題を話し合って学級はどのように変わったのか

この学級会を通して児童は，これまで暴力的な

言動をしていた 男の本当の気持ちを知る事がで

きた。また，女子を困らせていた男子は，女子の

怒りは本気だったのだということに気付いた。

表 ：学級会での学び（ ）

男は、気持ちが抑えられないことがあることや友達

が減っていくのが怖いと思っていること、みんなと仲

良くしたと思っていることが分かった

表 ：学級会での学び（ ）

周りの子達の本気度っていうか、本気で怒っているな

とか，これ以上したらもうだめだな、ここを越えてはい

けないな

このように，話合いの対象となった子供の特性

を知ることで，人間は分かっていても思うように

ならない事があることを学ぶ。また，人の怒りに

触れて，自分はふざけたつもりでも相手はそう受

け取らない事があるということも学ぶ。子供たち

の話し合いの中や後の言動を見て担任は，人間関

係を議題にする学級会の価値をそこに見出すので

ある。そして，人間関係に関する議題を話し合っ

た学級は，他の児童との関わりも良好なものにし

ようとすることが分かる。

表 ：学級会後の変化（ ）

これまで関われていなかった人ともしっかり関わって

いく

表 ：学級会後の変化（ ）

一部の子の への関わりじゃなくて、学級としての

への関わりというのが の居心地をよくした

このように， 男の暴力的な言動を話し合った

子供たちは，これまで関われなかった友達と積極

的に関わる集会を計画したことが分かる。また，

友達に迷惑をかけていた男子に対する学級成員の

承認や賞賛などの肯定的な関わり方に変わったこ

とで学級内の人間関係もより良いものに変化した

ことが分かる。そして，学級会で暴力的な言動に

ついて語った 男は，中学校でもよりよく生活を

していたりふざけた行動に怒りを示した学級では，

友達の成長を喜べるようになったりするなどの成

長がみられるようになったと話している。

二人の担任は，学級会を通した子供の成長に手

応えを感じていると考える。

表７：学級会での成長（ ）

みんなと一緒に中学に行けています。あの学級会があ

ったからとかではないかのですけど、今は，仲間外しと

かは起きていないと思っています。

表７：学級会での成長（ ２）

が変わることを周りの子たちも嬉しかった、自分が

できるようになったとかではなく，友達ができるよう

になったことを一緒に喜べるようになった
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３ 総合考察

この日の研修会の時に，教職経験がまだ 年

の若年層の教員が， 人の担任が行った学級会を

実施するのは怖いと話した。その理由が「学級の

友達に迷惑をかけていることに気付いていない子

供がいても，時間がない中でどの様に解決すれば

いいのか分からない。」ということだった。

子供たちの日常生活に見られる人間関係に関す

る問題を取り上げることをよしとする学級担任の

指導観の違いであるが，特別活動の教育的な意義

を今一度，教員養成の段階や初任者研修の中で理

解させることも大切だと考える。 
宇留田（1976）は「弱点や短所を持った人間が

互いに励まし合って自己実現を図っていこうとす

る人間関係を，子供たちが自分達で築いていく時

間が学級会活動だ」といっている。令和の時代の

日本型教育として，個別最適な学びと協働的な学

びが求められているが，今こそ，自分たちで自分

たちの生活を見つめ，友達と協力してより良い生

活を創造しようとする資質・能力を特別活動で形

成していかなければならないと考える。

また，学級会の議題について教師が「何を話し

合わせようか」「集会の議題が話し合わせやすい」

とか考えるのではなく，子供たちの朝から帰りま

での一日の生活の中や 学期から 学期という長

いスパンでの学級生活の中での友達との関わりの

中で生まれてくる問題を子供たちに気付かせ，学

級会ができるような実践的な指導力を教師が身に

付けていくことも大切である。このことが宇留田

（ ）が言う「生活を見つめる眼を育てる」こ

とになると考える。今回， 人の担任のインタビ

ューを の手法を参考に分析を試みたが，分

析法について更に理解を深めていきたい。
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